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農
業
委
員
会
の
役
割
の
ひ
と
つ
に
関
係
行
政
機
関

に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
各
委
員
に
よ
る
日
常
の
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
農

業
・
農
村
の
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
、
現
場
の
状
況

に
基
い
た
意
見
を
政
策
へ
反
映
さ
せ
る
べ
く
山
口
市

長
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
10
月
19
日
、
安
田
敏
男
会
長
と
荒
瀨
澄
枝
会
長
職

務
代
理
者
が
山
口
市
役
所
を
訪
れ
、
伊
藤
和
貴
山
口

市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
席
上
、
安
田
会

長
は
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
厳
し
さ
に
つ
い
て
述

べ
る
と
と
も
に
、
農
村
地
域
の
景
観
保
全
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
お
け
る
農
業
の
必
要
性
を
訴

え
、
農
業
政
策
の
拡
充
や
改
善
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
意
見
書
の
内
容
は
市
の
農
業
施
策
に
対
す
る
も
の

と
し
て
、
以
下
の
項
目
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
も
の

で
す
。

　
〇 

農
業
者
の
確
保

　
〇 
遊
休
農
地
へ
の
対
策

　
〇 
農
業
イ
ン
フ
ラ
を
守
る

　
〇 

鳥
獣
被
害
の
防
止

　
〇 

農
業
経
営
の
安
定
化

　
〇 

ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
へ
の
期
待

　
農
業
委
員
会
で
は
引
き
続
き
、
農
業
・
農
村
の
声

を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
、
更
な
る
農
地
利
用
最
適

化
活
動
の
た
め
に
必
要
な
諸
施
策
の
改
善
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

　
※  

意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
　

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

農
業
・
農
村
に
関
す
る
意
見
書
を

山
口
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
！

新しく着任しました。
よろしくお願いします。

　
古ふ

る
や屋

　
金か

ね
と人 

委
員
　

　
　

担
当
地
区　

宮
野
地
域

　
令
和
４
年
６
月
１
日　

着
任

　
河か

わ
の野

　
康や

す
ま
さ昌 

委
員
　

　
　

担
当
地
区　

徳
地
島
地
地
域

　
令
和
４
年
８
月
１
日　

着
任

　
藤ふ
じ
つ津

　
俊し
ゅ
ん
じ二 

委
員
　

　
　

担
当
地
区　

小
郡
地
域

　
令
和
４
年
10
月
１
日　

着
任

農地利用最適化推進委員の紹介農地利用最適化推進委員の紹介新

山
口
市
農
業
の
課
題
解
決
に
向
け
て
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　総会、地区協議会において、農地転用等の可
否について審議します。
　農地利用最適化推進委員と協力して農地の集
積等有効活用を推進します。
　農地利用の最適化施策の改善についての意見
書を提出します。

　担当地域において、担い手への農地の集積、集約化、
遊休農地の発生防止・解消など農地利用の最適化の
推進活動をします。
　地区協議会等にも出席し、地域の報告や意見を述
べます。

地区協 農業委員 推進委員 担　　当　　地　　区

北　部

荒瀨　澄枝
小野　基之
中川惠美子
安野　正純

岡村　洋治 仁　保 井開田東・西、高野東・西、両浴、仁保市、野上、土井、高松、丸山、東園、深野
竹下　明誠 仁　保 揚山、金坪、大畠、一之瀬、北河内、高畠、坂本、松柄、原河内、一貫野
池田　善治 小　鯖 国道２６２号の東側
重宗　政人 小　鯖 国道２６２号の西側
岡本　公一 大　内 県道２１号の南側
西村　和男 大　内 県道２１号の北側

中　央

片山　濶之
德田　文雄
藤村　　守
山根　良男
吉冨　崇子

德本　　優 山　口 大殿、白石、湯田
古屋　金人 宮　野 全域
山崎　英俊 吉　敷 全域
中村　　敏 平　川 全域
平田日出夫 平　川 全域
重枝　　隆 大　歳 全域

川　東

海地　博志
神田　一夫
重國　誠司
原田　好子
藤原　敏郎

三輪　裕將 陶 百谷川・南若川の西側
前川　俊雄 陶 百谷川・南若川の東側
藤井　敏男 鋳銭司 四辻、岡（南）、大円、上辻、黒山、河原、今宿東・西、大村、南、道ノ上
野村　賢治 鋳銭司 小森、扇田、西ノ浴、和西、畑、天神原、鷹ノ子、岡（北）
秋本　安男 名田島 向山、新開作、昭和
西村　　健 名田島 島、東開作、西開作
中川　晴吉 秋穂二島 上田、大里、長浜、岩屋、幸田、仁光寺
村中　勝美 秋穂二島 二島、南、惣在所、禰宜
勝本　　紘 秋　穂 大海
小野　　悟 秋　穂 秋穂東・西

川　西

伊藤　良雄
恒冨　竹司
長尾　誠大
山根伊都子

大田美智子 嘉　川 深溝
森本　　一 嘉　川 嘉川、江崎
小林　光子 佐　山 全域
繁村　勝正 佐　山 全域
藤津　俊二 小　郡 全域
松﨑　宏紀 阿知須 全域
田中　洋子 阿知須 全域

徳　地
伊藤三枝子
上田　正士
安田　敏男

池田　　務 出　雲 深谷、小古祖、堀（才谷、関、旭、堀、本町、西川、伏野上・下、中村、須路）
德田　敦之 出　雲 伊賀地、岸見、堀（上佐、上佐団地、上・下庄方、漆尾、開作、二の宮）
河野　康昌 島　地 上村、藤木
嘉本　一明 島　地 藤木、島地、山畑
末常　　衛 串 鯖河内、串
粟屋　富次 八　坂 三谷、八坂（サッカー広場の南側）
三刀屋恵子 八　坂 引谷、船路、八坂（サッカー広場の北側）
國長　廣治 柚　野 柚木、野谷

阿　東
伊藤　良一
井上浩一郎
賀屋　忠之

堀　　裕道 徳　佐 徳佐上、徳佐中（水戸、片山、上・下宇津根）

森下　勝樹 徳　佐 徳佐中（東畑、原山、坂手、羽波、上市東、上市西、駅通、栄町、中市、下市、小南、
貞行、丸山、平丸）、徳佐下

山根　久子 篠　生 篠目、生雲東分
伊藤啓一郎 生　雲 生雲西分、生雲中
村上千代春 生　雲 蔵目喜、生雲中
中山　隆之 地　福 全域
矢次　和久 嘉　年 全域

山口市農業委員会担当地区

農業委員の主な仕事 農地利用最適化推進委員の主な仕事
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佐
山
地
区
に
お
け
る
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
実
質
化
現
地
報
告
に
つ
い
て

川
西
地
区
協 

繁
村　

勝
正

　

昨
年
３
月
８
日
佐
山
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
に
山
口
市
農
林
政
策
課
、
農
業
委

員
、
推
進
委
員
、
中
心
経
営
体
の
メ
ン

バ
ー
が
揃
い
、
実
質
化
に
係
る
地
区
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
下
記
の
現
状
を
も
と
に

活
発
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
今
後
の
課

題
・
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
対
象
地
区

　

�

佐
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
11
集
落

（
川
西
ほ
場
整
備
地
を
除
く
）
が
該
当

地
区
で
す
。

（
地
区
内
の
耕
作
面
積
１
６
１
．
６
ha
）

２
、
対
象
地
区
の
課
題

①�

耕
作
放
棄
地
が
多
く
点
在
し
て
い
る
。

②�

法
人
の
経
営
を
担
う
後
継
者
が
不
足
し

て
い
る
。

③�

近
年
、
麦
が
供
給
過
剰
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
今
後
裏
作
と
し
て
麦
が
生
産

で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ

る
。

３
、
今
後
に
向
け
て
の
活
動
方
針

①�

ほ
場
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

中
心
経
営
体
へ
の
農
地
の
集
約
化
を

図
っ
て
い
く
。

　

�

※
須
川
前
、
須
川
後
、
佐
山
西
に
つ
い

て
は
、
佐
山
第
一
地
区
と
し
て
ほ
場
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
佐
山
東
、
小

路
、
遠
波
に
お
い
て
も
佐
山
北
第
二
地

区
と
し
て
ほ
場
整
備
の
検
討
を
進
め

る
。

②�

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地
域
全
体

で
農
業
を
行
っ
て
い
く
環
境
を
つ
く
れ

る
よ
う
、
地
区
内
で
の
人
と
人
と
の
繋

が
り
を
深
め
、
共
同
作
業
を
通
じ
、
少

し
ず
つ
農
業
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
、
担
い
手
の
確
保
に
繋
げ
て
い

く
。

③�

地
区
内
耕
作
者
の
中
で
、
将
来
の
中
心

経
営
体
と
な
る
人
材
の
発
掘
を
行
う
。

　

後
継
者
不
足
、
変
形
・
狭
隘
な
農
地

等
、
課
題
の
多
い
現
状
を
打
開
す
る
た
め

に
は
、
ほ
場
整
備
事
業
へ
の
期
待
、
地
域

内
で
の
農
業
体
験
を
推
進
し
て
農
業
を

や
っ
て
み
た
い
人
材
を
発
掘
し
て
い
く
地

道
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
方
針
に
基
づ
い
た
着
実
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
幸
い
昨
年
の
協
議

会
以
降
中
心
経
営
体
に
１
名
の
加
入
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
大
切
に
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鋳
銭
司
地
区
に
お
け
る
実
質

化
さ
れ
た「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

川
東
地
区
協 

藤
井　

敏
男

　

令
和
２
年
12
月
Ｊ
Ａ
鋳
銭
司
ふ
れ
あ

い
支
所
に
お
い
て
、
山
口
市
農
林
政
策

課
、
農
業
委
員
、
中
心
経
営
体
の
メ
ン

バ
ー
が
集
い
、
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
区
内
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
、
現
状
、
課
題
、
中
心
経
営
体
へ
の
農

地
集
約
化
に
関
す
る
方
向
性
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
地
区
は
鋳
銭
司
地
区
北
部
の
ほ
場

整
備
工
事
中
の
地
区
を
除
い
た
12
地
区
の

エ
リ
ア
で
す
。

（
地
区
内
の
耕
作
面
積
１
５
８
ha
）

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
、
地
域
に
お
い
て

農
業
の
５
年
か
ら
10
年
後
を
見
据
え
て
、

今
後
の
地
域
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
農
業
者
（
中
心

経
営
体
）へ
の
農
地
集
積
や
、
地
域
農
業
の

将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
通
し

て
明
確
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

プ
ラ
ン
作
成
に
は
地
域
の
農
業
関
係
者

が
参
加
し
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
う
と
と

も
に
、
作
成
を
通
じ
て
問
題
点
の
共
有
や
将

来
の
進
行
管
理
に
向
け
た
共
通
認
識
を
得

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

山
口
市
農
業
委
員
会
も
農
地
の
問
題
解

決
の
た
め
、
プ
ラ
ン
作
成
に
参
画
す
る
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
市
内
か
ら
３
地
域
の
状
況
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

図面とともに検討をすすめる

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン

各
地
区
の
状
況
を
み
て
み
よ
う

地
域
を
守
る
農
地
を
守
る

●
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キ
ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
等
が
で
き
る

施
設
が
あ
り
、
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
人
が
来
て
い
ま
す
。
地
域
は
、
世
帯
数

２
０
５
戸
、
人
口
３
４
０
人(

令
和
４
年

７
月
末
現
在)

と
少
な
く
な
り
、
高
齢
化

率
も
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
年
地
域
は
、
ほ
場
整
備
を
契
機

に
、
平
成
19
年
に
農
事
組
合
法
人
嘉
年
ハ

イ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
農
地
を
ほ
と

ん
ど
農
事
組
合
法
人
に
集
積
を
し
ま
し

た
。
そ
の
農
地
は
地
主
が
自
分
の
農
地
を

受
け
持
っ
て
生
産
す
る
方
式
で
、
み
ん
な

で
農
地
を
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
高
齢
化

が
進
み
農
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
農
家
が

リ
タ
イ
ア
す
る
よ
う
に
な
り
、
農
事
組
合

法
人
が
担
う
農
地
が
増
え
て
、
令
和
２
年

度
は
45�

ha
程
度
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
法
人
の
事
務
も
従
事
分
量

配
当
部
分
と
直
営
部
分
の
経
理
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
な
ど
複
雑
に
な

り
、
運
営
方
法
の
改
善
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
に
株
式
会
社
嘉
年
ハ
イ
ラ
ン

ド
を
設
立
し
、
法
人
が
直
営
す
る
農
地
の

管
理
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
農
事

組
合
法
人
事
務
の
受
託
、
生
産
資
材
の
対

応
や
生
産
し
た
米
の
販
売
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
事
務
な
ど
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
農
事
組
合
法
人
と
株
式
会

社
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
農
業
生
産
か

ら
販
売
ま
で
の
体
制
は
整
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
課
題
で
あ
る
、
地
域

住
民
の
減
少
に
よ
る
集
落
機
能
の
低
下

や
、
高
齢
化
に
よ
り
農
業
者
が
減
少
し

て
農
地
等
の
管
理
能
力
が
低
下
す
る
な

ど
、
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の

対
策
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、
①
株
式
会
社
の

経
営
部
門
の
拡
充(

畜
産
部
会
と
ト
マ
ト

部
会
と
連
携
し
て
各
々
団
地
化
と
新
規

就
農
者
の
受
け
入
れ)

、
②
株
式
会
社
の

手
が
回
ら
な
い
所
へ
農
事
組
合
法
人
の

協
力
、
③
市
及
び
Ｊ
Ａ
等
の
支
援
、
④

地
域
の
活
動
組
織
と
連

携
し
た
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ａ
対
象
地
区
に
お
け
る
中
心
経
営
体
へ
の

農
地
の
集
約
化
に
関
す
る
方
針

　

現
時
点
で
は
拡
大
意
向
に
あ
る
経
営

体
が
い
な
い
状
況
で
、
現
状
維
持
に
努

め
、
新
規
就
農
者
、
他
地
区
の
農
業
者
が

農
地
を
利
用
で
き
る
よ
う
維
持
管
理
を
図

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

＊
事
例
紹
介

　

Ａ
の
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
、
令

和
３
年
２
月
28
日
に
河
原
地
区
、
今
宿

東
、
今
宿
西
地
区
の
有
志
３
名
で
「
み
ん

な
で
守
ろ
う
長
沢
の
里
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
長
沢
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
現
在
で
は
組
合
員
8
名
で
農

家
の
お
助
け
役
と
し
て
、
ハ
ー
ド
面
で
は

復
田
の
た
め
の
草
刈
り
作
業
約
20�

ha
、
水

稲
の
刈
取
り
約
５
ha
、
乾
燥
調
整
12�

ha

の
農
作
業
受
委
託
を
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
営
農
に
つ
い
て
は
、
超
高
齢
農
家
さ

ん
か
ら
頼
ま
れ
た
ほ
場
１
ha
、
遊
休
農
地

２
ha
、
合
計
３
ha
の
ほ
場
を
組
合
で
管

理
、
水
稲
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

○�

長
沢
池
の
水
系
に
あ
る
ほ
場
（
長
沢
の

里
）
約
30�

ha
は
農
地
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
管
理
し
て
い
く
。

○
担
い
手
の
育
成
と
組
合
員
の
増
強

○�

持
続
可
能
な
事
業
と
す
る
た
め
、
み
ん

な
で
楽
し
く
や
っ
て
い
く
。

　

目
を
大
き
く
転
じ
て
み
ま
す
に
、
農

地
の
荒
廃
は
国
土
保
全
に
も
大
き
く
関

係
し
、
自
然
災
害
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
国
内
の
食
料
自
給
率
向
上
の
た

め
、
地
球
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
も
農
業
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

農
業
法
人
が
地
域
の
活
動
組
織

と
連
携
し
て
、農
地
を
守
る
！

阿
東
地
区
協 

井
上　

浩
一
郎

　

阿
東
嘉
年
地
域
は
阿
武
川
の
源
流
の

地
で
あ
り
、
標
高
４
０
０
ｍ
前
後
の
山

間
地
域
で
す
。
冬
に
は
雪
が
降
り
、
積

雪
が
１
ｍ
程
度
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
十
種
ヶ
峰
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
、
ス

アグリ長沢のみなさんアグリ長沢のみなさん

畜産の振興を目指して

●

山口市農業委員会だより
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林
夫
妻
を
訪
ね
て

就
農
３
年
目　

徳
地
出
雲
地
区

英
治
さ
ん
：
戌
年
生

真
理
さ
ん
：
寅
年
生

構
想
１
年
、
設
計
１
年
、
施
工
１
年

【
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
】
の
完
成
は
？

　

今
年
が
稲
作
三
作
目(

就
農
後)

で
、

経
営
面
積
は
主
食
用
で
「
ひ
と
め
ぼ
れ
・

き
ぬ
む
す
め
」
を
１
５
７
ａ
内
借
入
地
80

ａ
、
他
作
業
受
託
（
田
植
、
防
除
）
約
90

ａ
。
後
は
自
家
用
野
菜
が
少
々
で
す
。
野

菜
は
主
に
祖
母
と
父
母
が
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
に
な
く
暑
い
年
で
す
。
降
雨
量
が

少
な
く
現
在
取
水
制
限
20
％
で
田
植
作

業
が
ず
れ
ま
し
た
。（
１
ほ
場
だ
け
で
す

が
…
）

　

経
営
で
は
作
業
分
担
を
決
め
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業(

耕
耘
、
代
搔
き)

は
真
理
さ
ん
が
、
田
植
、
稲
刈
作
業
は
英

治
さ
ん
が
行
い
、
防
除
は
二
人
で
し
て
い

ま
す
。

　

英
治
さ
ん
は
電
気
通
信
関
係
の
技
師

で
、
勤
務
は
不
規
則
。一
般
管
理
と
主
な

作
業
計
画
は
真
理
さ
ん
の
役
目
と
し
て
分

担
を
し
て
い
ま
す
。
経
理
は
前
職
（
Ｉ
Ｔ

関
連
）
の
技
術
を
活
か
し
て
財
務
管
理
も

真
理
さ
ん
で
、
確
定
申
告
も
全
て
行
っ
て

い
ま
す
。

英
治
さ
ん
談

　

仕
事
が
不
規
則
で
、
出
張
が
多
く
段

取
り
は
全
て
（
奥
さ
ん
に
）
任
せ
て
い
ま

す
。
私
は
日
程
を
あ
わ
せ
て
作
業
を
す
る

だ
け
で
す
。
奥
さ
ん
様
様
で
す
よ
。

真
理
さ
ん
談

　

作
業
機
械
の
操
作
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。（
大
型
特
殊
免
許
、
小
型
建
機

免
許
を
取
得
）
作
業
は
楽
し
い
で
す
。
最

初
は
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
近
所
の
諸
先
輩
（
年
齢
差
親
子
以

上
！！
）
に
疑
問
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。YouTube

を
参
考
に
し
て

ま
す
が
、
自
営
地
で
は
参
考
に
な
ら
な
い

事
が
多
い
で
す
。（
笑
）

余
暇
の
た
の
し
み
か
た
は
？

　

此
処
に
住
ん
で
申
し
訳
な
い
で
す
が
、マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
二
人
で
楽
し
ん
で
ま
す
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
？

　

サ
ー
フ
ィ
ン
で
す
ね
！！
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
兼
ね
て
年
に
数
回
行
き
ま
す
。
主
に
は

九
州
あ
た
り
で
す
が
、
田
植
後
に
は
沖
縄

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
～
。

作
業
パ
ワ
ー
の
原
動
力
に
な
っ
て
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
？

　

今
年
に
な
っ
て
や
っ
と
農
業
倉
庫
の

建
設
に
着
手
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
資
材
や
物
流
が
停
滞

し
た
の
で
、
延
び
延
び
に
）
完
成
は
○
○

頃
の
予
定
で
す
が
、
農
作
業
場
の
完
成

を
ベ
ー
ス
に
経
営
の
安
定
を
図
り
た
い
で

す
。
近
隣
の
農

地
荒
廃
（
稲

の
不
作
地
）
が

進
ん
で
い
る
の

で
、
何
と
か
止

め
て
行
き
た

い
。
将
来
的
に

は
農
産
物
の

販
売
店
舗
等

の
経
営
に
も

着
手
し
た
い
で

す
。

仁
保
地
区　

イ
タ
ヤ
マ
ノ
ウ
エ
ン

板
山
弘
平
さ
ん

　

平
成
29
年
に
、
家
族
と
共
に
自
ら
の
食

を
生
産
し
な
が
ら
、
農
的
な
暮
ら
し
を
営

ん
で
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
山
口
市

仁
保
に
移
り
住
み
就
農
し
ま
し
た
。
現
在

は
自
宅
周
辺
に
約
60
ａ
の
田
畑
を
借
り
受

け
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
用
せ
ず
に
野

菜
を
栽
培
し
、
自
宅
一
角
の
店
舗
で
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
社
会
情
勢
不
安
を
き
っ
か
け

に
、
同
じ
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選

択
す
る
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
私
の

所
に
も
時
々
相
談
に
来
ら
れ
ま
す
。
よ
く

混
同
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
自
給
目
的
で
農

的
な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
も
農
業
で
す

が
、
世
間
一
般
に
お
い
て
農
業
と
は
主
に

農
作
物
を
生
産
し
、
そ
れ
を
お
金
に
換
金

し
て
生
活
を
営
む
こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
農
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
し
て
理
想
的
な
憧
れ
を
持
ち
、
そ
れ
が

イ
コ
ー
ル
（
換
金
を
目
的
と
す
る
）
農
業

だ
と
単
純
に
捉
え
て
し
ま
う
と
、
生
産
性

を
求
め
る
世
間
一
般
の
農
業
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
翻
弄
さ
れ
ま
す
。
以
前
か
ら
こ
う
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
半
農
半
Ｘ
と
い
っ

て
生
活
の
半
分
は
農
業
を
営
み
な
が
ら
、

残
り
の
半
分
は
別
の
仕
事
を
し
な
が
ら
全

体
の
生
計
を
成
り
立
た
せ
て
い
く
と
い
う

方
法
が
取
り
組
み
や
す
い
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
農
政
の
現
場
で
は
ま
だ
こ
の
考

え
方
が
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い
状
況

に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

日
本
の
農
地
に
お
い
て
国
民
の
食
糧

を
確
保
し
、
経
済
性
を
高
め
て
い
く
た
め

に
、
よ
り
生
産
性
が
高
く
、
そ
の
持
続
の

た
め
に
農
家
所
得
が
確
保
さ
れ
る
方
法
が

推
奨
さ
れ
る
の
は
理
解
で
き
ま
す
が
、一

方
で
そ
う
し
た
方
策
に
見
合
い
に
く
い
中

山
間
地
等
で
は
ま
た
別
の
視
点
か
ら
考
え

て
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
事
実
、
私
の
住
む
地
区
で
も
５
～
10

年
先
の
地
域
農
業
の
行
く
末
が
定
ま
っ
て

い
な
い
と
聞
き
ま
す
。

　

非
農
家
で
あ
り
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
主

目
的
で
は
な
い
が
、
自
ら
や
地
域
の
食
を

生
産
す
る
こ
と
に
別
の
価
値
を
見
出
し
て

い
る
人
は
今
多
く
現
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
関
係
者
も
こ
れ
ま
で
の
農
業
振
興

の
考
え
方
に
過
度
に
と
ら
わ
れ
ず
、
本
当

に
農
業
に
価
値
を
見
出
し
、
興
味
を
持
ち

始
め
て
い
る
方
々
に
対
し
、
効
果
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
方
法
を
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
し
、
新
た
な
地

域
や
農
業
振
興
の
方
向
性
も
見
え
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

稲刈りのひとコマ

丹精こめて育てる 店内の様子

ベースキャンプは着々と！

みなさんの農に対する想い、近況を伺います
若い農家さんを訪ねました若い農家さんを訪ねました

・徳地地区協　徳田敦之
・北部地区協　竹下明誠

●

山口市農業委員会だより
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農業委員会の活動を写真で紹介します

各地区からのトピックス各地区からのトピックス

月に一回開催の地区協議会月に一回開催の地区協議会

様々な話題がとりあげられます

ネットワークづくりネットワークづくり

女性委員による訪問活動

農地パトロール農地パトロール

遊休農地の発生防止、解消に取り組みます

食農教育の推進食農教育の推進

遊休農地で栽培したえごまを使って
小学生の農業体験学習を行いました

地元産野菜を使った学校給食に協力

●

山口市農業委員会だより
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問い合わせ先：農業委員会事務局/電話.083−934−2882

　
　

船
平
山
展
望
台
か
ら
望
む

米
ど
こ
ろ
徳
佐
盆
地
の
水
田
を
見
渡
せ

ば
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
山
田
錦
（
酒
米
）
な

ど
が
作
付
け
さ
れ
、
今
年
も
順
調
に
生
育

し
、　

秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

　
　

見
つ
け
た
「
ゆ
う
す
げ
」
の
花

「
ゆ
う
す
げ
」
は
夕
方
に
開
き
、
翌
日
の

昼
に
は
閉
じ
る
。
さ
わ
や
か
な
淡
黄
色
の

花
が
咲
き
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
第

７
波
の
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
未
だ
収

束
に
至
っ
て
い
な
い
中
、
３
年
目
の
秋

を
迎
え
ま
し
た
。

〇
ま
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
食

料
不
足
や
原
油
・
肥
料
・
飼
料
の
価
格

高
騰
に
よ
り
、
農
家
経
済
が
立
ち
ゆ
か

な
い
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
農
家
の
経

営
安
定
に
資
す
る
よ
う
、
生
産
資
材
の

価
格
高
騰
対
策
や
諸
対
策
の
拡
充
を
求

め
る
声
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
農
業
委
員
会
は
３
つ
の
目
標
を
掲

げ
、
各
地
域
で
農
地
利
用
の
最
適
化
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

①
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消

②
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

③
新
規
参
入
の
促
進

今
回
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に

向
け
た
地
域
の
取
り
組
み
、
若
い
農
家

の
紹
介
と
各
地
区
か
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
掲
載
し
ま
し
た
。

〇
地
域
に
一
層
寄
り
添
う
農
業
委
員
会

と
し
て
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

委 

員 

長　
　

神
田　

一
夫

副
委
員
長　
　

原
田　

好
子

竹
下　

明
誠　

德
田　

敦
之

森
本　

一　
　

山
根　

久
子

吉
冨　

崇
子�

編 

集 

後 

記

表
紙
写
真
に
つ
い
て

広報委員会

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

若い農業者の皆さん！若い農業者の皆さん！
自分の老後自分の老後自分で守れますか？自分で守れますか？

保険料は自由に選べる！（２万円～６万７千円、千円単位）
さらに、35歳未満であれば、１万円からでも加入可能！

自ら支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象！
その他にも、税制面で優遇措置がある！

■
農
地
の
転
用
と
は

　

田
や
畑
、
ま
た
は
果
樹
園
な
ど
の
農
地
を
、
住
宅
や
工
場

等
の
建
物
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
、
山
林
等
、
農
地
以
外
の
用
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
一
時
的
に
資
材
置
場
等
と
し
て
利
用

す
る
場
合
も
転
用
（
一
時
転
用
と
い
う
）
に
な
り
ま
す
。

　

農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
区
域
か

ら
の
除
外
申
請
が
必
要
で
あ
り
、
補
助
金
交
付
や
納
税
猶

予
を
受
け
て
い
る
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
補
助
金
の

返
還
や
納
税
の
義
務
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
転

用
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
事
前
に
農
業
委
員
会

事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。※�

無
許
可
で
の
転
用
や
許
可

内
容
と
異
な
る
目
的
に
転

用
し
た
時
に
は
、
厳
し
い

罰
則
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原

状
回
復
を
含
め
た
是
正
指

導
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

自
己
の
農
地
を
利
用
・
保

全
す
る
た
め
に
、
農
地
に

水
路
・
農
道
等
を
整
備
し

た
り
、
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
用
施
設
を
建
設
す
る

場
合
は
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
と
き

農
地
を
転
用
す
る
と
き

認定農業者で青色申告者等には、

　　　　　　　国庫補助で手厚い支援！

若い

今こそ
年金

アクシ
ョン！

農業者年金農業者年金なら・・・なら・・・

※農業者年金の加入には、
　「国民年金第１号被保険者であること」
　「年間６０日以上農業に従事していること」
　「６０才未満であること」
　の３つの要件を満たしている必要があります。
※詳しくは、お近くのＪＡ、または農業委員会へ！

農業者年金基金

●

山口市農業委員会だより
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